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【
文
責

　医
療
技
術
部

　臨
床
検
査
技
術
科
】

第
一
回

医

療

め

ぐ

り機

器

目的 免疫検査で調べる主な項目

感染症

心筋マーカー

腫瘍マーカー

血中薬物濃度

肝・胆道系疾患

腎臓疾患

心臓疾患

糖尿病・代謝異常

動脈硬化・脂質異常

電解質

骨代謝

炎症

貧血

AST、ALT、ALP、ビリルビン、コリンエステラーゼ（ＣＨＥ）

尿酸、クレアチニン（Cr.）、尿素窒素（UN）

CK、LDH

血糖、HbA1c、グリコアルブミン

中性脂肪、総コレステロール、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロール

ナトリウム、カリウム、クロール

カルシウム、無機リン

ＣＲＰ

鉄、TIBC、UIBC、フェリチン

B型肝炎、C型肝炎、後天性免疫不全（AIDS）など9項目

BNP、CK-MBなど3項目

AFP、CEA、CA19-9、CA125、PSAなど11項目

テオフィリン、フェニトイン、ジゴキシン、バンコマイシンなど9項目

目的 生化学検査で調べる主な項目

　検
体
と
試
薬
と
反
応
さ
せ
、
糖
・
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
タ
ン
パ
ク
・
酵
素
な
ど
の

各
種
成
分
の
測
定
を
行
う
装
置
で
す
。

【
主
な
特
徴
】

①
正
確
性
の
高
い
デ
ー
タ

　サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
撹
拌
方
式
等
、
最
新

技
術
の
採
用
と
精
度
管
理
で
、
高
い
デ
ー

タ
の
信
頼
性
を
有
し
ま
す
。

②
多
項
目
多
検
体
測
定

　最
大
70
項
目
ま
で
測
定
が
で
き
ま
す
。
院

内
で
は
現
在
52
項
目
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

③
迅
速
な
結
果
報
告

　高
速
処
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
1
時
間

で
最
大
2
0
0
0
テ
ス
ト
が
で
き
ま
す
。

④
少
量
の
検
体
で
の
測
定

　項
目
に
も
よ
り
ま
す
が
、
1
項
目
に
つ

き
1.5
〜
3.0
マ
イ
ク
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
測
定
で

き
ま
す
。

⑤
簡
易
な
試
薬
運
用

　専
用
試
薬
ボ
ト
ル
に
よ
り
、
検
体
を
機

器
に
セ
ッ
ト
す
る
作
業
が
省
力
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑥
簡
易
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　必
要
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
組
み
合
わ
せ

て
一
括
し
て
実
行
で
き
ま
す
。

　検
体
検
査
室
で
は
、
患
者
さ
ま
の
健
康

状
態
や
病
気
の
度
合
い
・
場
所
を
推
定
す

る
た
め
に
、
採
取
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
検

体
（
血
液
や
尿
な
ど
）
の
分
析
検
査
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
分
析
で
は
主
に
自
動

分
析
装
置
を
用
い
て
測
定
し
ま
す
。
当
院

で
は
主
な
も
の
だ
け
で
も
11
種
類
18
台
の

分
析
装
置
が
活
躍
し
て
お
り
、
今
回
は
そ

の
中
か
ら
、
生
化
学
分
析
装
置
と
免
疫
測

定
装
置
の
2
種
類
の
機
器
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　免
疫
検
査
で
は
血
液
中
に
感
染
に
よ
っ

て
で
き
た
血
液
中
の
抗
体
の
有
無
や
量
を

調
べ
ま
す
。

【
主
な
特
徴
】

①
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ

　安
定
性
に
優
れ
た
化
学
発
光
免
疫
検
査
測

定
法
（
C
L
I
A
法
）
で
測
定
し
て
い
ま
す
。

②
短
時
間
で
の
測
定

　1
テ
ス
ト
測
定
時
間
29
分
で
、
1
時
間

に
最
大
2
0
0
テ
ス
ト
が
で
き
ま
す
。

③
高
い
操
作
性

　多
様
な
サ
イ
ズ
の
試
験
管
に
対
応
し
、

前
面
操
作
で
廃
棄
物
の
処
理
も
簡
単
で
す
。

　い
ず
れ
の
分
析
装
置
に
も
次
の
点
が
共

通
し
て
い
ま
す
。

①
採
血
時
か
ら
、
患
者
さ
ま
の
検
体
は
す

べ
て
バ
ー
コ
ー
ド
で
管
理
し
て
い
ま
す
の

で
、
取
り
違
い
や
、
検
査
漏
れ
等
が
あ
り

ま
せ
ん
。

②
患
者
さ
ま
ご
と
に
検
査
結
果
を
時
系
列

で
管
理
し
て
お
り
、
個
々
の
デ
ー
タ
変
動

を
確
認
し
た
上
で
の
報
告
が
で
き
ま
す
。

③
同
一
分
析
装
置
を
複
数
機
稼
働
さ
せ
て

い
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
試
薬
入
れ

替
え
時
で
も
測
定
で
き
、
24
時
間
対
応
で

検
査
を
し
て
い
ま
す
。

④
無
停
電
装
置
を
装
備
し
て
お
り
、
停
電

時
も
運
用
が
で
き
ま
す
。

　今
日
の
臨
床
検
査
に
お
い
て
は
、
ひ
と

つ
の
検
体
か
ら
多
数
の
検
査
項
目
を
短
時

間
で
分
析
す
る
能
力
を
も
つ
、
臨
床
検
査

の
ロ
ボ
ッ
ト
と
も
い
え
る
自
動
分
析
装
置

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。

当
院
の
検
体
検
査
室
で
は
1
日
あ
た
り

3
0
0
0
本
を
超
え
る
検
体
の
分
析
結
果

を
扱
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
正
確
に
、
よ
り

迅
速
に
報
告
す
る
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
、

検
査
室
ス
タ
ッ
フ
、
と
も
に
日
々
奮
闘
し

て
お
り
ま
す
。

異なる種類の分析でも、
一度に大量の検体が迅速
かつ正確にデータ化される
ため、当日の診察や治療の
現場に30分～1時間程度で
データを届けることができ
ます。

健康診断や人間ドックで
おなじみの血液検査や
尿検査…それらは一体
どこにいくんだろう？？

CLIA法は抗原抗体反応を
利用した免疫学的測定法の
ひとつで、一般的に幅広い範囲で
高感度の測定ができます。

↓血液自動分析の流れを現したものです。（　　　　部分が自動分析の過程です）
↑分析部分には多くの検体が入ります
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床
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査
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検
査
室
で
働
く

「
臨
床
検
査
分
析
ロ
ボ
ッ
ト
」
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採     血 遠心分離 反応容器に自動分注 試薬自動添加

血液
血清

ぐる

ぐる血球成分

臨床医・患者さまに
報告

濃度変換データ処理・
データ出力

化学反応を
分光学的に分析

撹     拌
（かき混ぜる）
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